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12月15日～ 1月16日

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
令
和
７
年
度
第
３
回
）

を
開
催
し
、
松
井
会
長
が
出
席

　

12
月
16
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
７

年
度
第
３
回
）
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
松
井
会

長
が
出
席
し
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成
及
び
地
方
財

政
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

松
井
会
長
か
ら
は
、
①
三
党
で
協
議
が
行
わ
れ
て

き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
学
校
給
食
の
無
償
化
」
に
つ
い

て
、
今
後
、
具
体
的
な
制
度
設
計
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
ま
ず
、

給
食
費
の
負
担
軽
減
の
措
置
で
あ
る
こ
と
を
国
の
責

任
に
お
い
て
明
確
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
、
ま
た
、

支
援
の
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
物
価
上
昇
の

実
情
を
的
確
に
反
映
し
、
毎
年
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
実
態
と
の
乖
離
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
恒
常
的
な
財
源

を
国
に
お
い
て
確
保
す
る
と
と
も
に
、
別
枠
で
の
財

政
措
置
を
確
実
に
行
う
こ
と
、
②
地
方
創
生
の
推
進

に
つ
い
て
、
従
来
の
東
京
一
極
集
中
の
是
正
の
取
組
と

と
も
に
、
当
初
予
算
に
お
い
て
も
、
地
域
未
来
交
付

金
等
に
つ
い
て
必
要
な
額
を
確
保
す
る
こ
と
、
③
シ

ス
テ
ム
標
準
化
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
経
費
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
運
用
コ
ス
ト
を
上
回
る
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、
確
実
に
財
政
措
置
を
す
る

と
と
も
に
、
移
行
経
費
に
つ
い
て
は
、
特
定
移
行
支

援
シ
ス
テ
ム
も
含
め
、
全
額
国
庫
補
助
に
よ
り
確
実

な
措
置
を
す
る
こ
と
、
④
一
般
財
源
総
額
を
増
額
す

る
こ
と
、
⑤
生
活
保
護
制
度
の
最
高
裁
判
決
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
そ
の
追
加
支
給
事
務
に
つ
い
て
は
、

全国市長会の 動き
全国市長会ホームページ
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国
の
責
任
に
お
い
て
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
統
一
的
で
明
確
な
も
の
に
す
る
こ

と
、
ま
た
、
事
務
経
費
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
捕

捉
、
追
加
支
給
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
継
続
的
に
十
分
な
財
政
措
置
を
確
実
に
行
う
こ

と
等
を
発
言
し
た
。�

［
企
画
調
整
室
］

「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議 

の
場（
令
和
７
年
度
第
２
回
）」が
開
催
さ
れ
、 

松
井
会
長
及
び
都
竹
・
飛
驒
市
長
が
出
席

　

12
月
18
日
、「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場（
令
和
７
年
度
第
2
回
）」が
開
催
さ
れ
、

松
井
会
長
、
社
会
文
教
委
員
会
委
員
長
の
都
竹
・
飛

驒
市
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。

　

本
会
か
ら
、
①
令
和
８
年
度
予
算
及
び
令
和
７
年

度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、「
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
」
の
給
付
事
務
に
関
し
、
円
滑
に
給
付
が

実
施
で
き
る
よ
う
各
自
治
体
の
実
情
に
応
じ
た
簡
便

で
柔
軟
な
事
務
手
続
き
に
配
慮
す
る
こ
と
。
特
に
公

務
員
分
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
支
給
の
仕

組
み
を
活
用
し
て
所
属
庁
か
ら
直
接
支
給
で
き
る
方

法
等
を
検
討
す
る
こ
と
、
②
今
後
の
若
者
施
策
に
つ

い
て
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
全
国
的
に
推
進

す
る
た
め
の
枠
組
み
の
構
築
、
専
門
人
材
の
育
成
な

ど
総
合
的
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。
困
難
を
抱
え

る
若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
居
場
所
づ
く
り
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
、
学
習
・
就
労
支
援
等
に
対
す
る
包
括
的

な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
、
③
こ
ど
も
性
暴
力
防
止

法
の
施
行
に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
混

乱
な
く
円
滑
に
施
行
で
き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
研
修
の
実
施
を
含
め
、
国
に
よ
る
様
々
な
支

援
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。
制
度
の
趣
旨
等
を
広

く
周
知
す
る
こ
と
等
を
要
請
し
た
。［

社
会
文
教
部
］

「
い
わ
ゆ
る
教
育
無
償
化
に
関
す
る 

国
と
地
方
の
協
議
の
場
」が
開
催
さ
れ
、 

松
井
会
長（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
席
）、
社
会
文
教 

委
員
会
委
員
長
の
都
竹
・
飛
驒
市
長
及
び 

副
委
員
長
の
松
村
・
宇
治
市
長
が
出
席

　

12
月
19
日
、「
い
わ
ゆ
る
教
育
無
償
化
に
関
す
る

国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
開
催
さ
れ
、
松
井
会
長

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
席
）、
社
会
文
教
委
員
会
委
員
長
の
都

竹
・
飛
驒
市
長
及
び
副
委
員
長
の
松
村
・
宇
治
市
長

が
出
席
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、「
三
党
合
意
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る

給
食
無
償
化
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て（
案
）」（
文
部

科
学
省
・
総
務
省
・
財
務
省
）
に
、
本
会
の
要
求
が

ほ
ぼ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
上

で
、
今
後
、
今
般
の
三
党
協
議
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
異
例
の
プ
ロ
セ
ス
を
前
例
と
す
る
こ
と
な

く
、
地
方
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
は
十
分

な
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
丁
寧
な
協
議
が
行
わ
れ
る

よ
う
強
く
要
請
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
の
負
担
軽

減
に
当
た
っ
て
は
、
①
「
い
わ
ゆ
る
給
食
無
償
化
」

は
、
給
食
費
に
係
る
保
護
者
の
負
担
を
直
ち
に
無
く

す
る
も
の
で
は
な
く
、
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
措

置
で
あ
り
、
今
回
の
措
置
で
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

く
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
、
国
の
責
任
に
お
い
て
明
確
に
周
知
徹
底
す
る

こ
と
。
②
支
援
の
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
地

域
に
お
け
る
物
価
上
昇
の
実
情
を
的
確
に
反
映
し
た

も
の
と
し
、
自
治
体
が
納
得
で
き
る
よ
う
客
観
的
な

根
拠
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
国
に
お
い
て
、
毎
年

#2
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的
確
な
調
査
を
実
施
し
、
実
態
と
の
乖
離
が
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。
③
国
に
お
い
て
恒
久
的
か
つ
安
定

的
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
団
体
全
体

の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
別
枠

で
の
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。
④
支
援
に

当
た
っ
て
は
、
学
校
給
食
の
公
会
計
化
を
条
件
に
し

な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
公
会
計
化
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
自
治
体
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行
う
こ

と
。
⑤
今
後
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
当
た
っ
て

は
、
給
食
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
地
方
団
体
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
来
年
４
月
か
ら
の
実
施
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
早
期
に
自
治
体
を
対
象
に
し
た
説
明
会
の
開
催

等
に
よ
り
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
丁
寧
な
対

応
を
求
め
た
。�

［
社
会
文
教
部
］

「
令
和
８
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」に
対
す
る

全
国
市
長
会
会
長
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

12
月
19
日
、
自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の
会
に
お

い
て
「
令
和
８
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」
が
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
松
井
会
長
は
コ
メ
ン
ト
（
令

和
８
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て
）
を
発
表

し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
都
市
自

治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
い

る
こ
と
等
か
ら
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
と
も
に
、

廃
止
に
伴
う
安
定
財
源
を
国
の
責
任
に
お
い
て
確
実

に
手
当
て
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
等

を
物
価
上
昇
に
連
動
す
る
形
で
更
に
引
き
上
げ
る
仕

組
み
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
を
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
方
一
般
財
源
の
確
保
を

強
く
求
め
て
い
る
。�

［
財
政
部
］

発言する社会文教委員会委員長の都竹・飛驒市長

「いわゆる教育無償化に関する国と地方の協議の場」の様子

あいさつする松井会長

発言する社会文教委員会副委員長の松村・宇治市長

#4
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「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
・
消
防
議
員 

連
盟
合
同
会
議
」に
財
政
委
員
会
副
委
員
長
の 

松
丸
・
守
谷
市
長
等
が
出
席

　

12
月
19
日
、「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
・
消

防
議
員
連
盟
合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
地
方
六
団

体
等
の
代
表
が
出
席
し
、
本
会
か
ら
財
政
委
員
会
副

委
員
長
の
松
丸
・
守
谷
市
長
が
出
席
し
た
。

　

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
阿
部
・
全
国
知
事
会

会
長
か
ら
、
本
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
拡
充
な
ど
、
地
方
の
声
を
受
け
止

め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
お
礼
を
述
べ
た

後
、
①
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
、
物
価
高
や
民
間

の
賃
上
げ
等
が
進
む
中
で
、
都
道
府
県
・
市
町
村
が
、

必
要
な
施
策
を
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
地
方
一

般
財
源
総
額
の
増
額
確
保
、
②
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率

の
廃
止
や
所
得
税
の
基
礎
控
除
等
の
更
な
る
引
き
上

げ
等
に
伴
う
地
方
の
減
収
に
対
し
て
、
代
替
と
な
る

恒
久
財
源
の
確
保
、
③
い
わ
ゆ
る
教
育
無
償
化
の
実

施
に
あ
た
っ
て
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た

制
度
設
計
及
び
恒
常
的
な
財
源
を
国
に
お
い
て
確
保

し
、
別
枠
で
財
政
措
置
い
た
だ
き
た
い
等
に
つ
い
て

要
請
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
基
地
協
議
会
か
ら
は
副
会
長
の
宮

島
・
佐
世
保
市
長
が
出
席
し
、
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
適
宜
増
額
す
る
な
ど
の
柔
軟

な
対
応
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
た
。�

［
財
政
部
］

「
令
和
８
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
の 

共
同
声
明
」（
地
方
六
団
体
）を
発
表

　

12
月
26
日
、「
令
和
８
年
度
地
方
財
政
対
策
」が
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
松
井
会
長
を
は
じ
め
地
方

六
団
体
会
長
は
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。［

財
政
部
］

「
令
和
７
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る

対
応
方
針
」の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、 

松
井
会
長
等
が
共
同
で
声
明
を
発
表

　

12
月
23
日
、
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集

に
つ
い
て
、「
令
和
７
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に

関
す
る
対
応
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
本
会
を
は
じ
め
、
全
国
知
事
会
、
全
国
町
村
会

の
会
長
が
連
名
に
よ
り
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
の
利
便
性

向
上
や
人
口
減
少
社
会
に
柔
軟
に
対
応
し
た
地
域
づ

く
り
、
自
治
体
業
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
つ
い
て

成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
、
地
方
分
権
改
革
の
歩
み
を

着
実
に
進
め
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
と
し
た
一
方

で
、「
令
和
８
年
度
以
降
に
結
論
を
得
る
」な
ど
と
整

理
さ
れ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
で
適
切
に

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
実
現
に
向
け
て
揺
る
ぎ
な
く

取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。�

［
行
政
部
］

平
成
25
年
生
活
扶
助
基
準
改
定
に
係
る 

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
対
応
に
関
す
る 

意
見
を
厚
生
労
働
省
へ
提
出

　

１
月
16
日
、
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
対
応
に
関

し
て
、
当
時
の
受
給
者
に
対
す
る
追
加
支
給
等
を
行

う
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働

省
に
意
見
書
を
提
出
し
、
早
急
に
支
給
方
策
の
全
容

を
明
確
に
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

#5

#8 #7

#6

要請する全国基地協議会副会長の宮島・佐世保市長

出席する松丸・守谷市長


